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９　月
議　会
定例会
９／３～10

町
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
条
例
の
一
部
改
正
、
令
和
2
年
度
決
算
の
認
定
、
令
和
３
年
度
補
正
予
算
案
な
ど
全
２０
件
で
、

全
て
の
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。

ま
た
一
般
質
問
で
は
、
８
人
が
登
壇
し
、
町
の
考
え
や
対
応
を
問
い
ま
し
た
。

令和２年度決算を認定
一般会計及び特別会計における歳出総額は

 102億366万円

（歳入総額）　　　　 （歳出総額）　　　 （繰越額）　　　（実質収支合計）
105億3,516万円 ― 102億366万円 ― 2,425万円　＝　３億725万円

令和2年度決算の一般会計及び特別会計を合わせた歳入決算は、前年度比
12.0%の増加、歳出総額は12.7%の増加となりました。実質収支額は、前
年度比2,558万5千円の増加となり、黒字決算となりました。

令和２年度 決算を認定このような
質疑を経て

経常収支比率について
伊藤　一男議員
問	令和２年度決算の経常収支比率が
前年度比１.５%減少となったが、
その要因は。

答	分母となる経常一般財源が国から
の普通交付税などにより増加し、
分子となる経常経費においても除
雪費や会計年度任用職員への切り
替えによる人件費の増により増加
となった。このことから全体収支
における経常収支比率が減少した。

新型コロナウイルス感染症に
おける財政への影響について
多賀　剛議員
問	新型コロナウイルス感染症におけ
る財政への影響は。

答	新型コロナウイルス感染症におけ
る臨時交付金が４億3,000万円程
度あり、様々な事業を実施してき
た。町でも3,500万円程度を投入
したが、イベントの中止や縮小、
旅費の減額などもあり、収支比較
では同等とみている。

ふるさと応援寄附金について 固定資産税について
秦　貞継議員
問	ふるさと応援寄附金において町と
して活用できる金額はいくらか。

答	寄附金が１億6,166万７千円、歳
出により6,876万円、次年度へ
の返礼品の繰越などを踏まえて
7,274万円（全体の45%）となる。

伊藤　一男議員
問	固定資産税における増額の要因は。
答	土地評価については特に変更がな
かったが、新築・増築の増加、企
業などの設備投資等による増加が
要因となった。
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補正予算の内容としては、歳入は令和２年度予算の繰越金の確定や普通交付税の決定に
よる歳入額の増額、歳出では新型コロナウイルス感染症における各種事業経費の計上、新
郷西肢川の浚渫工事における経費の計上によるものでした。

〈主な質疑〉

令和３年度一般会計 補正予算(第３次)を可決
３億4,912万円の増額

空き家等利活用事業補助金について

企業版ふるさと納税について

秦　貞継議員
問	事業の内容と要件、追跡調査などの実施は行っているか。
答	一般財源による補助金となっており、空き家、空き店舗を活用
して事業活動を行う者への補助となっている。要件としては、
町が実施している創業塾の受講、事業計画提出による審査会に
よる審査を経て交付を決定している。事業完了後についても担
当課により情報把握を行っている。

多賀　剛議員
問	企業版のふるさと納税への対応はどのように行っているのか。
答	町に本社をおかない企業が行える制度であり、寄付額の最大９
割が法人税から免除されるものになる。寄付を得た後の町の対
応としては、返礼品などは設けていないものの、自治功労者表
彰式において善行表彰を行う予定。

スマート農業等導入支援事業補助金について タブレット及び周辺機器購入費について
秦　貞継議員
問	事業の財源と内容、実績は。
答	新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨
時交付金を活用した事業となっており、Ｉ
ＣＴ搭載のコンバインの購入、田植機、色
彩選別機などの農業用機械購入へ２分の１
を補助するもの。今後の事業拡張や将来性
などを考慮し選考した。

荒海　正人議員
問	タブレット購入における設置場所及び活
用内容は。

答	全53台購入し、町長、副町長、教育長、
各課長、各課長補佐、各課１台ずつ配布
している。会議での使用や出張等におい
てペーパーレス化や業務の効率化にむけ
て活用している。
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９月定例会 審議議案と結果
上程議案・概要 結果

条例の一部改正
町税条例の一部を改正する条例
　たばこ税（紙巻たばこ、葉巻たばこ、加熱式たばこ）に関わる課税標準の改正 可決

町手数料徴収条例の一部を改正する条例
　マイナンバーカード再交付手数料が地方公共団体情報システム機構に納入されるものとなる 可決

町税特別措置条例の一部を改正する条例
　法令の改正に伴い課税免除の内容が変更された 可決

令和２年度決算の認定
一般会計決算　【歳入】81億2,573万９千円　【歳出】78億5,952万２千円 認定
工業団地造成事業特別会計決算【歳入】６万円　【歳出】０円 認定
住宅団地造成事業特別会計決算【歳入】688万円　【歳出】290万７千円 認定
後期高齢者医療特別会計決算【歳入】9,955万８千円　【歳出】9,953万９千円 認定
国民健康保険特別会計決算
　事業勘定　　 【歳入】７億4,664万４千円　【歳出】７億3,025万６千円
　診療施設勘定【歳入】３億2,033万９千円　【歳出】３億499万円

認定

介護保険特別会計決算【歳入】12億3,594万４千円【歳出】12億645万２千円 認定
水道事業会計決算及び剰余金の処分
　【収益的収入】２億4,664万６千円　【収益的支出】２億4,155万５千円
　【資本的収入】１億895万円　　　　【資本的支出】２億1,550万５千円（留保資金などで補填）

可決・認定

下水道事業会計決算
　【収益的収入】４億807万３千円  　 【収益的支出】４億255万１千円
　【資本的収入】１億1,301万８千円　【資本的支出】２億2,024万５千円（留保資金などで補填）

認定

令和３年度 補正予算
一般会計補正予算（第３次）３億4,912万２千円増額
　内容：普通交付税の確定、新型コロナウイルス感染症対応予算等の計上 可決

国民健康保険特別会計補正予算（第３次） 
　事業勘定 2,125万８千円増額　診療施設勘定 1,847万９千円増額 可決

介護保険特別会計補正予算（第１次）2,949万１千円増額 可決
水道事業会計補正予算（第１次）
　資本的収入162万４千円増額　資本的支出583万円増額 可決

下水道事業会計補正予算（第１次）予算組み替えのため増減なし 可決
その他
町過疎地域持続的発展計画の策定について
過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法が施行されたことに伴い、引き続き過疎対
策事業債を活用するため、町の過疎計画を新たに制定した

可決

財産の取得（町民バス） 可決
人権擁護委員候補者の推薦に意見を求めるもの　貝沼利則さん（呼賀・新任） 適任者と認める
人権擁護委員候補者の推薦に意見を求めるもの　長澤文子さん（芝草・新任） 適任者と認める
意見書
コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書
　新型コロナの影響を受け、令和４年度地方財政における財源確保を要望するもの。 可決

豪雪地帯対策特別措置法の改正等に関する意見書
　住民の安全・安心を確保するため、豪雪地域における総合的な対策を要望するもの。 可決

報告
委任専決処分事項　公用車運転による車両事故（後方不注意による相手方への車両損傷）



5 議会だよりにしあいづ／令和３年10月／155号5

　

一
般
質
問
は
９
月
６
日
か
ら
７
日
ま
で
の
２
日
間
で
行
い
、

議
員
８
人
が
登
壇
し
て
、
町
政
の
課
題
な
ど
を
問
い
た
だ
し
ま

し
た
。

一
般
質
問

一
般
質
問
と
は

　

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
の
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来

の
方
向
性
に
つ
い
て
報
告
や
説
明
を
求
め
、
町
民
の
た
め
の

適
切
な
行
政
運
営
が
進
め
ら
れ
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

も
の
で
す
。

事
前
の
通
告
に
基
づ
き
質
問

　

質
問
者
は
、
議
長
の
許
可
を
得
て
事
前
に
執
行
者
に
通
告

し
た
内
容
に
沿
っ
て
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１
時
間
以
内
な
ら
何
度
も
質
問
可
能

　

論
点
及
び
争
点
を
明
確
に
し
、
議
論
が
深
ま
る
よ
う
一
問

一
答
方
式
を
採
用
し
て
お
り
、
答
弁
を
含
め
て
１
時
間
の
時

間
内
で
あ
れ
ば
何
回
で
も
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○秦貞継議員（６ページ）
　①町長が目指す今後の町づくりについ

て
○猪俣常三議員（７ページ）
　①新型コロナウイルス感染拡大防止対

策について
　②道路や橋梁のインフラ整備について
　③入札について
○小柴敬議員（８ページ）
　①デジタル戦略の推進に向けた連携協

定について
○多賀剛議員（９ページ）
　①町長選の選挙結果と今後の「まちづ

くり」町政運営について
○小林雅弘議員（10ページ）
　①新型コロナウイルス感染症対策につ

いて
　②有害鳥獣被害対策について

○荒海正人議員（11ページ）
　①「持続可能な農業」を実現するため

の戦略について
　②有害鳥獣被害対策について
○上野恵美子議員（12ページ）
　①「町民の足」の確保について
　②６次産業化について
○青木照夫議員（13ページ）
　①「ひきこもり」支援事業について

※掲載ページは抽選による。
※掲載記事は２項目まで。

町政を問う
ここが聞きたい　８人が登壇

質
問
順
序

・
小
林　

雅
弘 

議
員

・
上
野　

恵
美
子 

議
員

・
荒
海　

正
人 

議
員

・
秦　
　

貞
継 

議
員

・
猪
俣　

常
三 

議
員

・
小
柴　
　

敬 

議
員

・
多
賀　
　

剛 

議
員

・
青
木　

照
夫 

議
員
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一
般
質
問

6

問
薄
町
政
の
１
期
目

を
振
り
返
り
、
反

省
や
課
題
を
ど
の
よ
う
に

と
ら
え
て
い
る
か
。

答
町
長

「
活
気
あ
る
西
会

津
を
取
り
戻
す
」
と
の
強

い
決
意
の
も
と
、
町
民
の

皆
様
と
の
公
約
実
現
の
た

め
、
様
々
な
施
策
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
多
く
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
保

育
料
の
無
料
化
、
教
育
改

革
へ
の
着
手
、
活
気
あ
る

ま
ち
な
か
再
生
と
若
者
の

移
住
・
定
住
促
進
。
自
主

財
源
の
確
保
の
た
め
力
を

入
れ
た
「
ふ
る
さ
と
納
税

１
億
円
突
破
」
な
ど
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

　

反
省
と
し
て
は
、
目
標

に
掲
げ
た
い
く
つ
か
の
事

業
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
町

の
活
性
化
や
町
外
と
の
交

流
促
進
が
思
う
よ
う
に
で

き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
外
部
の
人
材
の
登

用
に
関
し
て
町
民
の
皆
様

か
ら
声
が
あ
っ
た
。
外
部

答  １期目と基本的な将来像に変更はない
問  今後の町づくり、町長が目指す方向性は

町政の運営

の
人
材
に
つ
い
て
は
、
町

の
考
え
方
、
町
が
望
ん
で

い
る
方
向
性
を
理
解
し
た

う
え
で
役
割
を
果
た
し
て

い
た
だ
く
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
「
地
域

お
こ
し
協
力
隊
」
に
つ
い

て
も
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら

批
判
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ま

で
の
協
力
隊
の
あ
り
方
で

い
い
の
か
、
皆
さ
ま
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
反
省
し

て
き
た
。
今
後
は
採
用
の

際
に
目
的
を
持
ち
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
良
好
な
関
係

を
築
い
て
い
た
だ
く
。
３

年
で
町
民
に
わ
か
る
、
し

っ
か
り
と
し
た
結
果
を
出

し
て
も
ら
う
。

問
女
性
の
視
点
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
意

見
交
換
会
に
出
席
し
た
方

か
ら
「
い
い
会
議
だ
っ

た
」
と
の
意
見
を
聞
い

た
。
今
後
は
継
続
し
て
行

う
の
か
。

答
町
長

こ
れ
か
ら
の
町
づ

く
り
に
女
性
の
視
点
・
感

性
は
非
常
に
大
切
と
思
う
。

これからの町づくりには町民の参加が重要である

今
後
、
女
性
だ
け
の
会
議

を
立
ち
上
げ
た
い
と
思
う
。

問
現
役
を
引
退
し
た

方
々
も
地
域
の
文

化
を
守
ろ
う
と
頑
張
っ
て

も
ら
っ
て
い
る
。
予
算
増

額
も
含
め
、
今
後
は
ど
の

よ
う
に
す
る
か
。

答
町
長

現
在
町
づ
く
り
に

携
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

方
々
に
対
し
て
、
参
加
さ

れ
て
い
る
方
々
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
、
必
要
な
予

算
を
考
え
た
い
。

問
町
長
が
目
指
そ
う

と
す
る
町
づ
く
り

に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な

点
が
重
要
と
考
え
る
か
。

答
町
長

「
実
行
力
で
安
定
し

た
町
政
」
の
実
現
と
考
え

る
。
一
方
で
、
町
づ
く
り
の

主
役
は
町
民
の
皆
様
で
あ

る
。
町
民
の
皆
様
が
い
き

い
き
と
活
躍
で
き
る
社
会

創
り
を
進
め
る
。

問
将
来
、
西
会
津
は

ど
の
よ
う
な
町
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
る
か
。

答
町
長

「
笑
顔
つ
な
が
り　

夢
膨
ら
む
ま
ち　

ず
ー
っ

と
、
西
会
津
」
で
あ
る
。

基
本
的
な
将
来
像
に
変
更

は
な
い
。

秦　貞継 議員 
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一
般
質
問

7

白坂スノーシェッドの状況

問
６５
歳
以
上
の
方
々

の
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
状
況
は
。

答
健
康
増
進
課
長

７
月
末
ま
で
に
２

回
目
の
接
種
を
概
ね
完
了

し
た
。
７
月
１
日
現
在
の

高
齢
者
６５
歳
以
上
の
台
帳

人
口
２
，
８
５
７
人
の

91
・
３
％
に
あ
た
る
２
，

６
０
９
人
の
方
が
接
種
完

了
し
た
。

問
妊
娠
中
の
方
へ
の

重
症
化
が
心
配
さ

れ
る
こ
と
か
ら
今
後
の
対

応
は
。

答
健
康
増
進
課
長

町
で
は
、
現
在
妊

娠
中
の
方
や
そ
の
ご
家
族

が
、
早
期
に
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

前
倒
し
を
行
う
こ
と
と
し
、

対
象
者
に
聞
き
取
り
を
行

い
、
希
望
さ
れ
る
方
に
つ

い
て
は
接
種
日
を
前
倒
し

し
て
対
応
し
て
い
る
。

問
２
学
期
が
始
ま
り

ま
し
た
が
、
感
染

者
が
出
た
場
合
の
対
応

は
。答

学
校
教
育
課
長

学
校
に
お
け
る
感

染
症
予
防
対
策
は
、
文
部

科
学
省
か
ら
の
通
知
に
沿

っ
た
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

感
染
者
が
出
た
場
合
、
基

本
的
に
は
、
保
健
所
な
ど

の
指
導
に
よ
り
対
応
す
る
。

対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参

考
に
し
て
、
学
級
・
学
年

閉
鎖
・
休
校
な
ど
の
措
置

を
保
健
所
の
指
示
を
受
け

な
が
ら
対
応
す
る
。

問
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
コ
ロ
ナ
感
染

対
策
は
。

答
福
祉
介
護
課
長

体
温
計
測
を
含
む

体
調
管
理
・
マ
ス
ク
着
用
・

手
洗
い
・
う
が
い
・
手
指

消
毒
や
黙
食
の
励
行
・
３

密
の
回
避
と
施
設
の
清

掃
・
消
毒
を
基
本
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

問 
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
感
染
防
止
対
策

答 
体
調
管
理
・
手
指
消
毒
な
ど
を
基
本
に

答  国の交付金事業を最大限に活用
問  中長期的な修繕計画は

インフラ整備

問
町
内
に
道
路
、
橋

梁
な
ど
の
構
造
物

に
つ
い
て
早
急
に
修
繕
す

べ
き
も
の
が
あ
る
の
か
調

査
及
び
点
検
さ
れ
た
件
数

及
び
結
果
は
。

答
建
設
水
道
課
長

舗
装
の
健
全
性
評

価
（
ひ
び
割
れ
率
と
わ
だ

ち
掘
れ
量
を
考
慮
し
た
指

数
）
に
よ
り
、
修
繕
が
必

要
と
判
断
さ
れ
る
路
線

は
、
４３
路
線
存
在
し
て
い

る
。

　

町
道
の
構
造
物
は
、
橋

梁
が
１
６
７
橋
、
ス
ノ
ー

シ
ェ
ッ
ド
・
シ
ェ
ル
タ
ー

が
合
計
３
基
存
在
し
て
い

る
。
道
路
法
第
４２
条

で
は
、
橋
梁
・
ト
ン

ネ
ル
・
シ
ェ
ッ
ド
・

大
型
カ
ル
バ
ー
ト
に

つ
い
て
は
、
５
年
に

１
度
、
近
接
目
視
点

検
を
行
い
、
そ
の
結

果
を
４
段
階
に
分
類

す
る
こ
と
を
義
務
化

し
て
い
る
。

　

町
で
は
、
早
期
措

置
段
階
以
上
（
損
傷

レ
ベ
ル
３
以
上
）
の
部
材

を
有
す
る
橋
梁
は
、
現
在

着
手
し
て
い
る
も
の
を
除

き
４
橋
存
在
し
て
い
る
。

問
事
業
費
の
財
源

は
。

答
建
設
水
道
課
長

道
路
に
つ
い
て

は
、
国
土
交
通
省
所
管
の

交
付
金
事
業
で
あ
る
「
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

事
業
」
を
、
舗
装
に
つ
い

て
は
、
国
の
「
防
災
・
安

全
交
付
金
事
業
」
を
、
橋

梁
に
つ
い
て
は
、
国
の
補

助
金
で
あ
る
「
道
路
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
事
業
」
を
活
用

し
て
い
る
。

猪俣　常三 議員
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問
町
が
企
業
・
団
体

と
連
携
協
定
を
締

結
し
た
意
義
と
今
後
の
方

針
は
。

答
町
長

昨
年
９
月
発
足
し

た
デ
ジ
タ
ル
庁
は
、
行
政

手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

は
じ
め
、
社
会
全
体
の
デ

ジ
タ
ル
変
革
の
推
進
を
通

じ
全
て
の
国
民
に
デ
ジ
タ

ル
化
の
恩
恵
が
行
き
渡
る

社
会
の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
を
開
始
し
た
。

　

町
で
は
、
他
の
自
治
体

に
先
駆
け
本
年
３
月
、
デ

ジ
タ
ル
戦
略
を
策
定
し

た
。
推
進
に
あ
た
っ
て
は

既
存
の
シ
ス
テ
ム
な
ど
を

新
た
な
視
点
で
見
直
す
こ

と
や
、
民
間
事
業
が
持
つ

技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
や
サ
ー

ビ
ス
を
取
り
入
れ
る
こ
と

が
必
要
不
可
欠
だ
と
認
識

し
て
い
る
。

　

戦
略
策
定
後
、
㈱
ア
ド

レ
ス
を
は
じ
め
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
、
セ
イ
コ
ー
エ
プ

ソ
ン
㈱
、
一
般
社
団
法
人

コ
ー
ド
・
フ
ォ
ー
・
ジ
ャ

答  持続可能な西会津町を目指す
問  連携協定を締結した意義は

デジタル戦略

パ
ン
、
会
津
乗
合
自
動
車

㈱
、
㈱
み
ち
の
り
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
と
、
本
町
の

考
え
方
に
賛
同
い
た
だ

き
、
連
携
協
定
を
締
結
し

た
。

　

今
後
の
方
針
と
し
て

も
、
町
の
デ
ジ
タ
ル
戦
略

が
さ
ら
に
進
化
し
て
い
け

る
よ
う
な
民
間
企
業
・
団

体
と
の
連
携
模
索
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

問
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

と
の
連
携
協
定
の

目
的
と
具
体
的
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
。

答
町
長

町
の
デ
ジ
タ
ル
戦

略
に
掲
げ
る
「
し
ご
と
」

「
招
致
・
も
て
な
し
」「
く

ら
し
」「
学
び
」「
行
政
」「
対

話
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
実

現
、
さ
ら
に
５
Ｇ
（
フ
ァ

イ
ブ
ジ
ー
）
を
含
む
近
未

来
の
技
術
の
実
証
に
関
す

る
こ
と
な
ど
、
将
来
に
わ

た
り
持
続
可
能
な
町
を
実

現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と

し
て
は
、
セ
ン
サ
ー
カ
メ

ラ
な
ど
の
情
報
通
信
技
術

を
活
用
し
た
有
害
鳥
獣
対

策
を
は
じ
め
、
ス
マ
ホ
を

活
用
し
た
営
農
指
導
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

問
町
民
バ
ス
の
輸
送

サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
向
け
た
連
携
協
定
と

は
。答

町
長

Ａ
Ｉ
、
人
工
知
能

を
活
用
し
た
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ

マ
ン
ド
バ
ス
の
導
入
を
今

年
度
予
定
し
て
い
る
。
Ａ

Ｉ
が
策
定
し
た
ル
ー
ト
・

ダ
イ
ヤ
で
の
効
率
的
な
運

行
や
ス
マ
ホ
な
ど
で
の
乗

車
予
約
や
、
希
望
場
所
で

の
乗
降
な
ど
を
実
現
し
利

便
性
の
向
上
と
、
運
用
効

率
化
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

　

予
約
方
法
に
つ
い
て
は

ス
マ
ホ
の
ほ
か
電
話
に
よ

る
予
約
を
継
続
し
、
誰
も

が
活
用
で
き
る
体
制
維
持

に
努
め
る
。

問
連
携
企
業
と
の
防

災
関
連
の
事
業
強

化
の
考
え
に
つ
い
て
。

答
町
長

西
会
津
町
に
合
っ

た
も
の
に
つ
い
て
協
議
を

進
め
な
が
ら
検
討
し
て
い

く
。

　

い
ち
早
く
デ
ジ
タ
ル
戦

略
を
策
定
し
、
そ
の
具
現

化
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

活
用
に
よ
り
、
町
民
の
利

便
性
、
サ
ー

ビ
ス
の
向
上

を
図
る
と
と

も
に
、
町
が

抱
え
る
様
々

な
課
題
解
決

の
道
具
と
し

て
利
活
用

し
、
専
門
家

の
登
用
や
民

間
企
業
と
の

連
携
に
よ
り

デ
ジ
タ
ル
変

革
を
図
り
、

将
来
に
向
け

て
の
持
続
可

能
な
町
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
。

問
各
種
事
業
を
継
続

す
る
上
で
の
財
源

確
保
に
つ
い
て
。

答
町
長

具
体
的
な
取
り
組

み
の
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
連
携
企
業
と
の
役
割

分
担
の
も
と
、
補
助
事
業

な
ど
の
財
源
を
活
用
し
事

業
を
推
進
し
て
い
く
。

小柴　敬 議員

セイコーエプソン㈱との事業提携
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問
今
回
の
町
長
選
挙

は
、
未
だ
か
つ
て

な
い
「
コ
ロ
ナ
禍
」
に
あ

っ
て
、
数
多
く
の
制
約
の

あ
る
中
い
ろ
ん
な
意
味
で

大
変
厳
し
い
選
挙
で
あ
っ

た
。
そ
ん
な
中
に
あ
っ
て

も
、
薄
町
長
は
数
多
く
の

町
民
の
生
の
声
を
聴
き
、

語
り
合
い
な
が
ら
、
一
期

目
の
評
価
を
受
け
る
べ
く

臨
ん
だ
選
挙
で
あ
っ
た
。

そ
の
選
挙
戦
を
通
じ
て
ど

ん
な
こ
と
を
感
じ
ら
れ
た

の
か
。
ま
た
選
挙
結
果
を

ど
の
様
に
受
け
止
め
ど
う

考
え
た
の
か
伺
う
。
今
後

の
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
。
ま
た
今
後
の
町
政
運

営
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

答
町
長

今
回
の
選
挙
戦
を

通
じ
、
一
番
強
く
感
じ
た

こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
一
期

４
年
間
で
取
り
組
ん
で
き

た
流
れ
と
、
町
の
将
来
像

で
あ
る
「
笑
顔
つ
な
が
り

　

夢
ふ
く
ら
む
ま
ち
～
ず

ー
っ
と
、
西
会
津
」
を
創

る
た
め
に
準
備
し
て
き
た

こ
と
を
継
続
し
実
現
さ
せ

る
こ
と
が
私
の
責
任
と
使

命
で
あ
る
。
現
在
、
将
来

に
繋
が
る
施
策
が
実
を
結

び
つ
つ
あ
る
。
こ
の
流
れ

を
止
め
る
こ
と
な
く
継
続

し
、
さ
ら
に
こ
の
町
が
将

来
に
向
け
て
持
続
的
な
発

展
を
遂
げ
ら
れ
る
よ
う
、

全
力
で
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
。

　

選
挙
結
果
に
つ
い
て

は
、
一
期
４
年
間
の
実
績

と
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
訴
え
た
選
挙

戦
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
評

価
が
現
れ
た
も
の
と
受
け

止
め
て
い
る
。
二
期
目
は

一
期
目
以
上
に
し
っ
か
り

と
働
け
と
い
う
町
民
か
ら

の
叱
咤
激
励
だ
と
思
っ
て

い
る
。

　

現
在
の
本
町
の
取
り
巻

く
環
境
は
、
非
常
に
重
要

な
時
期
で
あ
り
、
課
せ
ら

れ
た
使
命
と
責
任
の
重
さ

を
痛
感
し
て
い
る
。
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
と
町
政
運

営
に
つ
い
て
は
、
施
政
方

針
で
話
し
た
五
つ
の
基
本

町
政
の
運
営

問 
今
後
の
町
政
運
営
と
ま
ち
づ
く
り
を
ど
う
す
る

答 
町
民
と
一
緒
に
進
め
て
い
く

方
針
の
も
と
各
種
施
策

を
展
開
し
て
い
く
。
ま

ち
づ
く
り
の
主
役
は
町

民
で
あ
る
。
こ
の
町
に

活
気
と
賑
わ
い
を
も
た

ら
す
の
も
町
民
の
皆
さ

ん
の
活
躍
が
あ
っ
て
こ

そ
で
あ
り
、
少
し
で
も

多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん

が
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ

っ
て
い
る
と
い
う
実
感

が
得
ら
れ
る
よ
う
、
一

緒
に
な
っ
て
「
ま
ち
づ

く
り
基
本
条
例
」
に
基

づ
く
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
。

多賀　剛 議員

まちづくりについて語る薄町長
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問
新
聞
社
の
「
新
型

コ
ロ
ナ
の
重
症
者

と
中
等
症
者
を
原
則
入
院

と
し
、
入
院
患
者
以
外
は

自
宅
療
養
を
基
本
と
す
る

政
府
方
針
へ
の
賛
否
は
」

と
い
う
問
い
に
対
し
て
、

西
会
津
町
は
「
反
対
」
と

回
答
し
た
が
、
そ
の
回
答

に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

答
健
康
増
進
課
長

本
町
の
よ
う
な
医

療
資
源
の
少
な
い
地
域
に

お
い
て
は
、
自
宅
療
養
中

に
症
状
が
急
変
し
た
場

合
、
救
急
対
応
可
能
な
２

次
医
療
機
関
ま
で
搬
送
時

間
を
要
す
る
こ
と
や
、
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢

者
の
み
世
帯
で
の
対
応
の

遅
れ
に
よ
る
重
症
化
、
更

に
は
家
庭
内
感
染
な
ど
自

宅
療
養
に
は
様
々
な
リ
ス

ク
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
患
者
の
入
院

や
自
宅
療
養
な
ど
の
調
整

を
行
う
県
に
お
い
て
、
軽

症
で
あ
っ
て
も
入
院
又
は

宿
泊
療
養
施
設
を
活
用
で

き
る
よ
う
に
調
整
し
て
い

答  町は政府方針に反対と回答
問  新聞社の質問、「政府の入院制限方針への賛否は」に対しての町の回答は

新型コロナウイルス感染症対策

た
だ
き
、
感
染
し
て
も
安

心
し
て
療
養
で
き
る
体
制

の
構
築
を
望
む
こ
と
か

ら
、
政
府
方
針
に
反
対
と

回
答
し
た
。

（
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
５
項
目
の
質
問
へ
の
答

弁
要
旨
）
健
康
増
進
課
長

①
１２
歳
以
上
６４
歳
以
下
の

接
種
状
況
は
、
８
月
２８
日

現
在
、
１
回
目
の
接
種
完

了
者
が
53
・
７
％
、
２
回

目
の
接
種
完
了
者
が
28
・

０
％
。
希
望
す
る
方
へ
の

集
団
接
種
は
１０
月
９
日
に

完
了
す
る
見
通
し
。

②
こ
ど
も
園
や
学
校
関
係

者
へ
の
接
種
は
、
希
望
者

６２
名
中
６１
名
に
２
回
目
の

接
種
を
終
え
た
。
残
る
１

名
も
完
了
す
る
予
定
。

③
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
の
重

篤
な
副
反
応
の
報
告
は
な

い
。

④
ワ
ク
チ
ン
接
種
関
係
職

員
の
８０
時
間
を
超
え
る
時

間
外
勤
務
は
な
い
。

⑤
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
順
調

に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

ジビエで町おこし　※イメージ画像は熊丼

小林　雅弘 議員

問
解
体
処
理
施
設
の

整
備
促
進
に
つ
い

て
具
体
的
な
計
画
は
。

答
町
長

町
の
遊
休
施
設
な

ど
を
整
備
で
き
な
い
か
を

検
討
し
て
お
り
、
具
体
的

な
整
備
内
容
に
つ
い
て
は

猟
友
会
の
皆
さ
ん
の
意
見

も
聞
き
な
が
ら
計
画
す

る
。問

ジ
ビ
エ
肉
の
制
限

解
除
に
向
け
た
取

り
組
み
を
ど
の
よ
う
に
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
。答

町
長

解
除
を
申
請
す
る

た
め
に
は
、
食
肉
処
理
施

設
で
全
頭
検
査
が
条
件
と

な
る
が
、
ま
ず
は
県
と
食

肉
処
理
施
設
整
備
と
解
除

に
向
け
た
計
画
づ
く
り
を

協
議
し
て
い
く
。

問
狩
猟
免
許
取
得
の

さ
ら
な
る
推
進
を

図
る
た
め
に
、
猟
銃
な
ど

な
ど
物
品
購
入
に
補
助
を

す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
町
長

猟
銃
購
入
時
の
補

助
に
つ
い
て
は
、
現
在
行

っ
て
い
な
い
。
今
後
、
近

隣
市
町
村
の
動
向
も
見
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

有
害
鳥
獣
被
害
対
策

問 

解
体
処
理
施
設
の
具
体
的
な
計
画
は

答 

遊
休
施
設
の
整
備
を
検
討
し
て
い
る
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農
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
年
々
厳
し
い
も
の
と
な

っ
て
い
る
中
、
今
年
度
は

農
業
公
社
設
立
検
討
会
の

実
施
や
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
委
員
会
に
よ
る
町

民
発
信
の
政
策
提
言
が
行

わ
れ
て
き
て
い
る
。
町
と

し
て
も
将
来
を
見
据
え
た

持
続
可
能
な
農
業
を
目
指

し
具
体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
や

戦
略
が
必
要
と
考
え
質
問

し
た
。

問
西
会
津
町
で
農
業

を
行
う
意
義
は
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の

か
。

答
町
長

農
業
は
町
の
基
幹

産
業
と
し
て
地
域
経
済
の

柱
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
ほ
か
、
農
村
環
境
を
守

り
、
災
害
を
防
止
し
、
景

観
を
保
全
す
る
な
ど
の
多

面
的
機
能
と
し
て
も
重
要

と
捉
え
て
い
る
。

問
人
材
不
足
解
消
に

向
け
た「
担
い
手
」

の
育
成
に
つ
い
て
の
認
識

は
。答

町
長

農
業
従
事
者
の
高

齢
化
が
進
む
中
、
担
い
手

の
育
成
が
非
常
に
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

近
年
の
新
規
就
農
の
動
向

を
み
る
と
水
稲
に
限
ら
ず

施
設
園
芸
や
菌
床
き
の
こ

栽
培
へ
の
就
農
も
多
く
な

っ
て
き
て
い
る
。
就
農
支

援
と
し
て
随
時
相
談
を
受

け
付
け
て
い
る
ほ
か
、
農

業
次
世
代
人
材
投
資
事
業

や
新
規
就
農
者
あ
ん
し
ん

サ
ポ
ー
ト
事
業
な
ど
積
極

的
に
支
援
し
て
い
る
。

問
産
地
化
に
向
け
た

規
模
拡
大
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
ス
マ
ー

ト
農
業
の
取
り
組
み
は
ど

の
よ
う
に
行
な
っ
て
い
る

の
か
。

答
農
林
振
興
課
長

今
後
の
農
業
に
お

い
て
情
報
通
信
技
術
を
導

入
し
て
い
く
こ
と
は
必
要

不
可
欠
な
も
の
と
考
え
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ

搭
載
の
農
業
用
機
械
、
自

動
潅
水
と
施
肥
作
業
を
同

時
に
行
う
「
養
液
土
耕
栽

培
シ
ス
テ
ム
」
導
入
の
支

援
な
ど
実
施
し
て
い
る
。

持
続
可
能
な
農
業
の
実
現

問 
西
会
津
町
で
農
業
を
行
う
意
義
は

答 
産
業
と
多
面
的
機
能
を
担
う
も
の
と
認
識問

ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ

い
て
市
場
調
査
や

研
究
開
発
は
行
っ
て
い
く

の
か
。

答
農
林
振
興
課
長

農
産
品
な
ど
を
消

費
者
に
届
け
る
過
程
に
お

い
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や

研
究
開
発
は
重
要
な
取
り

組
み
で
あ
る
と
考
え
、
積

極
的
に
支
援
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
町
の

役
割
と
し
て
生
産
者
と
販

売
者
、
販
売
者
と
消
費
者

な
ど
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果

た
し
て
い
き
た
い
。

問
農
業
公
社
設
立
に

向
け
た
調
査
・
検

討
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
の
か
。

答
町
長

総
合
的
な
課
題
解

決
を
目
指
し
た
手
段
と
し

て
農
業
公
社
の
設
立
の
可

能
性
を
調
査
・
検
討
し
て

い
る
。
町
内
生
産
者
に
よ

る
検
討
会
で
は
、
課
題
の

洗
い
出
し
や
先
行
事
例
の

研
究
な
ど
を
行
い
、
本
町

の
状
況
に
あ
っ
た
農
業
の

確
立
を
目
指
し
て
い
く
。

持続可能な農業の実現には課題が山積している

荒海　正人 議員



12議会だよりにしあいづ／令和３年10月／155号

一
般
質
問

12

　
高
齢
化
が
進
む
本
町
に

と
っ
て
、
町
民
バ
ス
は

「
町
民
の
足
」
と
し
て
重

要
な
移
動
手
段
で
あ
る
。

そ
こ
で
問
う
。

問
町
民
バ
ス
の
令
和

２
年
度
の
利
用
実

績
と
運
行
経
費
及
び
財
源

は
。答

町
民
税
務
課
長

町
民
バ
ス
全
体
の

利
用
者
数
は
２
万
９
，
８

４
０
人
で
あ
っ
た
。
人
口

減
少
と
西
会
津
高
校
生
の

減
少
に
加
え
て
、
コ
ロ
ナ

の
影
響
に
よ
り
利
用
者
が

減
少
し
、
前
年
度
と
比
較

し
１
，
８
２
７
人
の
減

少
、
前
々
年
度
と
比
較
す

る
と
８
，
６
５
９
人
が
減

少
し
た
。

　

町
民
バ
ス
運
行
業
務
委

託
料
や
車
両
維
持
費
な
ど

に
か
か
る
費
用
は
９
，
３

７
４
万
９
千
円
で
あ
り
、

財
源
は
バ
ス
使
用
料
２
８

５
万
８
千
円
、
県
補
助
金

１
，
５
３
５
万
９
千
円
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
２
８
万
６
千
円
、

特
別
地
方
交
付
税
６
，
１

４
５
万
２
千
円
、
一
般
財

源
か
ら
１
，
３
７
９
万
４

千
円
が
充
当
さ
れ
た
。

問
町
民
バ
ス
の
利
便

性
の
向
上
と
利
用

者
拡
充
に
向
け
た
取
り
組

み
は
。

答
町
民
税
務
課
長

本
年
１１
月
を
め
ど

に
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を

導
入
す
る
。
こ
れ
ま
で
の

電
話
予
約
の
他
に
、
ス
マ

ホ
ア
プ
リ
な
ど
に
よ
る
予

約
や
、
よ
り
希
望
場
所
に

近
い
仮
想
バ
ス
停
留
所
で

の
乗
車
が
可
能
に
な
る
。

答  利用者の減少に対して利便性の向上を図る
問  町民バスの利用現状と今後の取り組みは

「町民の足」の確保

問
町
の
６
次
産
業
化

振
興
に
対
す
る
考

え
方
は
。

答
農
林
振
興
課
長

町
で
は
、
農
産
物

の
生
産
か
ら
製
造
・
加

工
、
そ
の
後
の
販
売
ま
で

を
一
体
的
に
進
め
る
６
次

産
業
化
に
つ
い
て
は
、
地

域
資
源
を
活
用
し
、
新
た

な
付
加
価
値
を
生
み
出
す

こ
と
に
よ
り
、
農
家
所
得

の
向
上
や
雇
用
の
拡
大
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
と
し

て
積
極
的
に
推
進
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
「
農
林

産
物
加
工
研
修
会
」
の
開

催
や
農
林
産
物
加
工
研
修

所
「
こ
ゆ
り
ち
ゃ
ん
キ
ッ

チ
ン
」
の
開
設
に
よ
り
、

加
工
・
販
売
に
係
る
人
材

育
成
を
図
っ
て
き
た
。
さ

ら
に
、
自
ら
加
工
所
を
開

設
し
加
工
・
販
売
に
取
り

組
む
方
に
対
し
て
生
産
加

工
に
必
要
な
機
器
や
施
設

の
整
備
に
係
る
経
費
を
支

援
し
て
き
た
。
今
後
も
新

た
に
加
工
に
取
り
組
む
方

や
、
各
加
工
所
の
活
動
支

援
、
さ
ら
に
高
い
技
術
を

習
得
す
る
た
め
の
研
修
機

関
の
斡
旋
な
ど
、
品
質
及

び
付
加
価
値
の
向
上
を
目

指
す
取
り
組
み
へ
の
支
援

を
行
っ
て
い
く
。

問
「
山
村
活
性
化
対

策
事
業
」
の
委
託

先
及
び
委
託
内
容
は
。

答
農
林
振
興
課
長

こ
の
事
業
は
、
国

の
交
付
金
を
活
用
し
、
農

産
物
な
ど
の
消
費
の
拡
大

や
域
外
へ
の
販
売
促
進
、

付
加
価
値
の
向
上
な
ど
を

通
じ
た
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
る
令
和
５
年
ま
で

の
３
年
間
の
事
業
で
、

「
米
」
に
関
連
し
た
商
品

開
発
を
行
う
。「
雪
室
貯

蔵
米
」
の
委
託
先
は
町
内

業
者
を
想
定
し
て
い
て
、

今
後
契
約
事
務
を
進
め
て

い
く
。「
米
粉
を
使
っ
た

パ
ン
や
ピ
ザ
な
ど
」
は
、

道
の
駅
や
町
内
飲
食
店
な

ど
で
の
販
売
を
想
定
し
、

町
振
興
公
社
を
中
心
に
、

町
内
飲
食
店
や
菓
子
店
、

加
工
所
な
ど
に
委
託
す
る

予
定
で
あ
る
。「
米
ア
イ

ス
」「
米
ぬ
か
化
粧
品
」「
油

み
そ
」
そ
の
他
「
米
レ
ト

ル
ト
商
品
」「
西
会
津
ミ

ネ
ラ
ル
水
」「
地
ビ
ー
ル
」

な
ど
は
、
商
品
化
に
向
け

て
の
可
能
性
調
査
も
含
め

て
一
般
社
団
法
人
Ｂ
Ｏ
Ｏ

Ｔ
に
委
託
す
る
。

６
次
産
業
化

問 

推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
は

答 

今
後
も
積
極
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
く

上野恵美子 議員

「町民の足」としてさらなる活用が求められる



13 議会だよりにしあいづ／令和３年10月／155号

一
般
質
問

13

　
様
々
な
原
因
で
長
期
間

自
宅
な
ど
か
ら
外
出
せ

ず
、
社
会
と
の
関
係
か
ら

距
離
を
お
い
て
い
る
、
い

わ
ゆ
る
「
ひ
き
こ
も
り
」

が
増
加
し
、
社
会
的
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
。

問
「
ひ
き
こ
も
り
」

は
、
若
年
層
の
問

題
と
し
て
、
就
学
・
就
労

の
問
題
で
あ
っ
た
が
、
近

年
、
中
高
年
層
の
「
ひ
き

こ
も
り
」
の
推
計
値
が
公

表
さ
れ
、
支
援
の
見
直
し

が
で
て
い
る
が
、
当
町
の

現
状
は
ど
う
か
。

答
福
祉
介
護
課
長

「
ひ
き
こ
も
り
」

と
は
、「
様
々
な
要
因
の

結
果
と
し
て
社
会
参
加

（
就
学
、
就
職
、
家
庭
外

で
の
交
遊
な
ど
）
を
回
避

し
、
原
則
的
に
は
６
ヵ
月

以
上
に
わ
た
っ
て
概
ね
家

庭
に
留
ま
り
続
け
て
い
る

状
態
」
と
定
義
さ
れ
、
国

の
調
査
（
平
成
２７
年
度
、

平
成
３０
年
度
）
に
よ
れ

ば
、
全
国
で
１５
歳
か
ら
６４

歳
ま
で
１
１
５
万
人
と
推

計
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

本
町
で
は
、
個
別
の
調

査
な
ど
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
行
政
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
や
民
生
児
童

委
員
な
ど
の
活
動
に
お
い

て
対
象
者
を
把
握
し
、
本

人
や
家
族
に
寄
り
添
い
、

安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場

所
づ
く
り
や
、
社
会
参
加

の
機
会
を
提
供
し
、
社
会

と
の
つ
な
が
り
を
回
復
す

る
た
め
の
支
援
を
し
て
い

る
。問

８０
代
の
親
と
無
職

の
子
が
同
居
す

る
、
い
わ
ゆ
る
「
８
０
５

０
世
帯
」
が
増
え
、
社
会

問
題
と
し
て
認
知
さ
れ
て

い
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う

な
支
援
を
し
て
い
く
の

か
。答

福
祉
介
護
課
長

本
町
に
お
い
て
は

こ
れ
ま
で
、
ひ
き
こ
も
り

本
人
や
家
族
が
保
健
や
医

療
、
福
祉
、
介
護
な
ど
の

各
場
面
に
お
い
て
何
ら
か

の
問
題
が
生
じ
て
初
め
て

表
面
化
す
る
こ
と
が
殆
ど

ひ
き
こ
も
り
対
策

問 「
ひ
き
こ
も
り
支
援
事
業
」
に
つ
い
て

答 
関
係
機
関
と
連
携
し
支
援
す
る

で
あ
り
、
そ
の
都
度
、
関

係
機
関
と
連
携
し
て
支
援

し
て
い
る
。
今
後
は
、
地

域
に
顕
在
化
し
て
い
る
家

庭
が
深
刻
な
状
況
に
陥
る

前
に
発
見
し
、
関
係
機
関

と
連
携
し
、
そ
の
課
題
解

決
に
つ
な
が
る
よ
う
支
援

し
て
い
く
。

問
政
府
は
「
ひ
き
こ

も
り
支
援
策
の
推

進
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
、
令
和
３
年
度
末
ま
で

に
市
町
村
で
取
り
組
む
事

項
に
、

①
ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口

の
明
確
化
、
周
知

②
支
援
対
象
者
の
実
態
ニ

ー
ズ
の
把
握

③
市
町
村
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
の
設
置
・
運
営

以
上
の
３
点
を
示
し
て
い

る
。
当
町
の
取
り
組
み
は

ど
う
か
。

答
福
祉
介
護
課
長

①
に
つ
い
て
は
、

自
立
相
談
支
援
機
関
な
ど

を
相
談
窓
口
と
し
て
決
定

後
、
全
世
帯
へ
の
周
知
を

図
る
。

②
に
つ
い
て
は
、
ニ
ー
ズ

に
つ
い
て
機
会
を
見
つ
け

て
調
査
す
る
。

③
に
つ
い
て
は
、
既
存
の

会
議
を
活
用
す
る
こ
と
も

視
野
に
、
今
後
設
置
に
向

け
検
討
し
て
い
く
。

　

今
後
町
と
し
て
は
、
こ

う
い
っ
た
支
援
体
制
の
構

築
を
進
め
な
が
ら
、
ひ
き

ひきこもり相談のチラシ

こ
も
り
の
状
態
に
あ
る
方

や
家
族
を
孤
立
さ
せ
る
こ

と
な
く
、
共
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の

た
め
、
関
連
機
関
と
連
携

し
支
援
し
て
い
く
。

青木　照夫 議員
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総
務
常
任
委
員
会

管
内
行
政
調
査
報
告

所
管
す
る
事
務
・
事
業

の
う
ち
、
町
が
保
管
し
て

い
る
曲
屋
家
屋
、
農
具
・

民
具
、
遺
跡
か
ら
の
出
土

物
及
び
如
法
寺
所
有
の
指

定
文
化
財
の
保
存
状
況
な

ど
に
つ
い
て
、
実
状
を
把

握
す
る
と
と
も
に
課
題
と

対
応
な
ど
を
検
討
す
る
た

め
、
視
察
・
調
査
を
実
施

し
た
。

■
曲
屋
家
屋
の
保
管
状
況

に
つ
い
て

１
，
曲
屋
家
屋
の
概
要

旧
肝
煎
家
屋
（
青
坂
）

を
町
が
購
入
し
て
、
解
体

し
旧
野
沢
中
学
校
体
育
館

に
保
管
し
て
い
る
。
解
体

時
の
詳
細
は
、
以
下
の
通

り
。

①
建
築
年
代
（
１
７
９
６

年
）
が
確
か
で
あ
る

②
会
津
を
代
表
す
る
厩
中

門
造
り
で
あ
る

③
改
造
が
あ
ま
り
行
な
わ

れ
て
お
ら
ず
、
保
存
状
態

が
良
く
移
築
復
元
が
可
能

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、

建
造
物
文
化
財
と
し
て
価

値
が
あ
る
と
さ
れ
、
解
体

保
管
し「
ふ
る
さ
と
創
生
」

事
業
で
復
元
を
図
り
展
示

す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
た

が
、
放
置
さ
れ
た
ま
ま
現

在
に
至
っ
て
い
る
。

２
，
保
管
環
境

保
管
場
所
の
旧
野
沢
中

学
校
体
育
館
の
老
朽
化
が

著
し
く
、
雨
漏
り
や
外
壁

損
傷
な
ど
も
激
し
く
、
保

管
場
所
と
し
て
適
切
で
は

な
い
。

３
，
ま
と
め

新
し
い
倉
庫
の
購
入
が

進
め
ら
れ
て
い
る
現
在
、

旧
野
沢
中
学
校
体
育
館
に

あ
る
、
旧
肝
煎
家
屋
の
解

体
保
管
材
の
処
分
も
視
野

に
入
れ
た
今
後
の
計
画
を

早
急
に
示
す
べ
き
で
あ

る
。

■
農
具
・
民
具
の
保
管
状

況
に
つ
い
て

１
，
保
管
の
経
緯

昭
和
後
期
か
ら
平
成
に

か
け
て
、
町
の
資
料
館
整

備
計
画
が
検
討
さ
れ
た
際

に
、
町
内
に
あ
る
農
具
・

民
具
が
集
め
ら
れ
、
旧
群

岡
中
学
校
の
教
室
に
保
管

さ
れ
た
。
保
管
さ
れ
て
い

る
農
具
・
民
具
は
、
江
戸

時
代
か
ら
昭
和
２０
年
代（
第

２
次
世
界
大
戦
終
戦
ま
で
）

の
、
お
よ
そ
２
７
０
点
で

あ
る
。

２
，
保
管
の
状
況
及
び
利

活
用
に
つ
い
て

保
管
状
況
と
し
て
は
、

旧
群
岡
中
学
校
の
各
教
室

に
並
べ
ら
れ
、
手
つ
か
ず

の
状
態
で
あ
る
。現
在
は
、

小
学
校
の
社
会
科
の
「
昔

の
暮
ら
し
を
見
て
み
よ

う
」
で
学
習
利
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。

３
，
ま
と
め

農
具
・
民
具
は
現
在
、

小
学
生
の
学
習
に
役
立
て

ら
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
な

る
活
用
を
検
討
し
て
い
く

こ
と
が
望
ま
れ
る
。
今
後

は
、
展
示
す
る
だ
け
で
は

な
く
、先
人
た
ち
は
農
具
・

民
具
を
使
っ
て
ど
の
よ
う

に
暮
ら
し
て
い
た
の
か
も

伝
承
す
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
期
待
す
る
。

■
上
小
島
遺
跡
、
芝
草
・

小
屋
田
遺
跡
出
土
遺
物

に
つ
い
て

１
，
遺
物
の
概
要

①
上
小
島
遺
跡

登
世
島
字
塩
田
・
舟
場

上
・
馬
場
下
の
集
落
跡
か

ら
出
土
し
た
縄
文
時
代
中

期
前
葉
か
ら
後
期
中
葉
ま

で
の
土
器
群
で
あ
る
。
土

器
の
ほ
か
、
石
器
も
豊
富

に
出
土
し
て
い
る
。
会
津

地
方
西
部
に
お
け
る
縄
文

中
期
か
ら
後
期
の
人
々
の

生
活
道
具
類
を
概
観
で
き

る
。

②
芝
草
・
小
屋
田
遺
跡

野
沢
字
浦
道
添
、
芝
草

後
、
小
屋
田
の
集
落
跡
か

ら
出
土
し
た
縄
文
時
代
中

期
前
葉
か
ら
後
期
前
葉
ま

で
の
土
器
群
で
あ
る
。
土

器
の
ほ
か
、
石
器
も
出
土

し
、
狩
猟
や
日
常
生
活
で

用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
が

多
く
み
ら
れ
る
が
、
鎌
形

石
製
品
な
ど
用
途
不
明
な

も
の
も
あ
る
。

農具・民具
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③
西
会
津
町
か
ら
出
土
し

た
縄
文
土
器
の
学
術
的
価

値
に
つ
い
て

こ
れ
ら
の
遺
跡
か
ら
出

土
し
た
縄
文
土
器
は
型
式

分
類
に
よ
る
と
、
３
つ
の

土
器
文
化
圏
（
東
北
系
・

関
東
系
・
北
陸
系
）
が
重

な
り
合
う
会
津
地
方
西
部

の
特
徴
的
な
縄
文
土
器
で

あ
り
、
学
術
的
価
値
が
高

い
と
い
う
見
解
が
あ
る
。

２
，
保
管
状
況

保
管
場
所
は
旧
新
郷
小

学
校
で
、
各
教
室
に
区
分

け
さ
れ
保
管
さ
れ
て
い

る
。

３
，
ま
と
め

令
和
３
年
４
月
に
「
上

小
島
遺
跡
、
芝
草
・
小
屋

田
遺
跡
出
土
品
」
が
福
島

県
指
定
重
要
文
化
財
と

な
っ
た
。
現
在
こ
れ
ら
の

土
器
類
で
修
復
さ
れ
た
も

の
の
一
部
は
、
町
内
各
所

に
分
散
展
示
し
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
一
堂
に
展
示

し
、
ま
ち
お
こ
し
に
つ
な

げ
る
こ
と
も
必
要
だ
と
考

え
る
。

■
如
法
寺
所
有
の
文
化
財

に
つ
い
て

１
，
概
要
及
び
保
存
状
況

①
県
指
定
重
要
文
化
財
と

な
っ
て
い
る
建
造
物

・
如
法
寺
観
音
堂
（
附
仁

王
門
）

　
（
江
戸
時
代
初
期
再
建

立
・
１
６
１
３
年
再
建
）

②
県
指
定
重
要
文
化
財
と

な
っ
て
い
る
彫
刻

・
木
造
聖
観
音
菩
薩
立
像

（
平
安
時
代
中
期
作
）

・
木
造
不
動
明
王
立
像

　
（
鎌
倉
時
代
中
期
～
後

期
作
）【
修
復
中
】

・
木
造
毘
沙
門
天
立
像

　
（
鎌
倉
時
代
中
期
～
後

期
作
）【
修
復
中
】

・
木
造
金
剛
力
士
像
（
仁

王
尊
）　

（
平
安
時
代
後
期
作
）

③
県
指
定
重
要
文
化
財
と

な
っ
て
い
る
天
然
記
念
物

・
コ
ウ
ヤ
マ
キ
（
樹
齢
約

１
２
０
０
年
）

④
町
指
定
重
要
文
化
財
と

な
っ
て
い
る
工
芸
品

・
金
口
（
鰐
口
の
一
種
で

出土された縄文土器

木造聖観音菩薩坐像木造三十三観音応現身像

あ
り
、
蝉
が
装
飾
さ
れ

て
い
る
）

・
観
音
堂
高
欄
擬ぎ

ぼ

し
宝
珠

・
大
般
若
経
唐か

ら
び
つ櫃
２
箱

・
御
正
体
・
銅
造
聖
観
音

座
像　

懸
仏

⑤
町
指
定
重
要
文
化
財
と

な
っ
て
い
る
史
跡

・
享
保　

句
碑

⑥
町
指
定
重
要
文
化
財
と

な
っ
て
い
る
彫
刻

・
木
造
聖
観
音
菩
薩
坐
像

　
（
南
北
朝
～
室
町
時
代
）

・
木
造
三
十
三
観
音
応
現

身
像

　
（
南
北
朝
～
室
町
時
代
）

⑦
如
法
寺
に
あ
っ
た
も
の

で
、
現
在
、
他
所
で
展
示

さ
れ
て
い
る
国
指
定
重
要

文
化
財

・
鉄
釣
燈
籠

２
，
文
化
財
の
保
存
に
つ

い
て

如
法
寺
の
文
化
財
は
県

や
町
か
ら
の
補
助
金
を
活

用
し
、
令
和
２
年
度
は
、

鳥
追
観
音
堂
北
西
浜
縁
部

及
び
木
造
聖
観
音
菩
薩
立

像
の
修
復
、
令
和
３
年
度

は
、
木
造
不
動
明
王
像
及

び
木
造
毘
沙
門
天
立
像
の

修
復
が
行
わ
れ
保
存
に
努

め
て
い
る
。

３
，
ま
と
め

文
化
財
は
、
そ
の
地
域

の
歴
史
や
文
化
を
知
る
う

え
で
重
要
な
も
の
で
あ

る
。
今
後
も
、
歴
史
文
化

を
継
承
す
る
た
め
に
適
切

に
修
復
し
、
地
域
活
性
化

及
び
観
光
資
源
な
ど
に
も

つ
な
が
る
よ
う
望
ま
れ

る
。
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経
済
常
任
委
員
会

管
内
行
政
調
査
報
告

所
管
す
る
事
務
・
事
業

の
う
ち
、
有
害
鳥
獣
被
害

対
策
の
状
況
や
課
題
の
調

査
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
実

績
、
野
沢
町
内
に
オ
ー
プ

ン
（
仮
オ
ー
プ
ン
）
し
た

「
ま
ち
な
か
再
生
拠
点
施

設
（
仮
称
）」「
や
ま
あ
み

鞄
製
作
所
」
の
現
状
確
認

の
た
め
視
察
・
調
査
を
実

施
し
た
。

■
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
に

つ
い
て

１
，
調
査
の
目
的

本
町
で
は
特
に
水
田
へ

の
イ
ノ
シ
シ
被
害
が
多

く
、
稲
の
踏
み
荒
ら
し
や

水
路
の
掘
り
起
こ
し
な

ど
、
町
内
い
た
る
と
こ
ろ

で
発
生
し
て
い
る
。
そ
こ

で
、
実
際
に
被
害
の
あ
っ

た
地
区
を
視
察
し
、
現
状

の
確
認
と
対
策
を
確
認
し

た
。

２
，
調
査
概
要

昨
年
度
、
水
田
へ
の
イ

ノ
シ
シ
被
害
が
大
き
か
っ

た
浅
岐
地
区
を
調
査
し

た
。　
　
　

同
地
区
で
は
、
イ
ノ
シ

シ
の
侵
入
防
止
の
た
め
電

気
柵
を
設
置
し
て
い
る
。

ま
た
、
侵
入
経
路
と
思
わ

れ
る
場
所
に
く
く
り
わ
な

を
設
置
し
、
通
信
機
能
付

き
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
を
設

置
し
、
監
視
を
行
っ
て
い

る
。

セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
は
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
と
連

動
し
、
有
害
鳥
獣
の
出
没

状
況
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

送
信
さ
れ
る
た
め
、
猟
友

会
で
の
見
回
り
作
業
の
効

率
化
や
安
全
対
策
、
負
担

軽
減
に
繋
が
っ
て
い
る
。

３
，
ま
と
め

本
町
の
有
害
鳥
獣
被
害

対
策
で
は
、
電
気
柵
設
置

支
援
や
狩
猟
免
許
取
得
補

助
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る

効
果
的
捕
獲
推
進
、
集
落

周
辺
の
環
境
整
備
、
未
利

用
果
樹
木
と
里
山
林
の
伐

採
・
整
理
推
進
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

議
会
と
し
て
は
、
現
場

の
被
害
状
況
や
町
民
の
意

見
・
要
望
を
収
集
し
、
町

民
と
町
と
の
橋
渡
し
に
な

る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

■
ス
マ
ー
ト
農
業
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

１
，
調
査
の
目
的

本
町
の
課
題
と
し
て
、

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や

担
い
手
不
足
が
挙
げ
ら
れ

る
。
今
後
、
町
農
業
の
効

率
化
や
省
力
化
の
た
め
の

手
段
と
し
て
ス
マ
ー
ト
農

業
が
期
待
さ
れ
る
。ま
た
、

経
営
基
盤
の
安
定
化
に
も

繋
が
る
と
考
え
、
ス
マ
ー

ト
農
業
の
施
策
と
実
績
に

つ
い
て
調
査
し
た
。

２
，
調
査
概
要

①
養
液
土
耕
栽
培
シ
ス
テ

ム
導
入
事
業

こ
れ
ま
で
の
園
芸
農
家

は
、
労
働
力
不
足
や
追
肥

量
が
正
確
に
測
れ
な
い
な

ど
の
課
題
が
多
く
、
規
模

拡
大
が
図
ら
れ
て
こ
な

か
っ
た
。

こ
れ
ら
を
解
消
す
る
こ

と
を
目
的
に
自
動
潅
水
と

施
肥
作
業
を
同
時
に
行
う

「
養
液
土
耕
栽
培
シ
ス
テ

ム
」
を
導
入
し
た
。

導
入
に
よ
り
、
作
業
面

で
の
省
力
化
や
効
率
化
が

図
ら
れ
る
ほ
か
、
デ
ー
タ

に
基
づ
い
た
肥
培
管
理
が

可
能
と
な
り
、
よ
り
高
品

質
な
作
物
生
産
が
可
能
と

な
る
。

・
事
業
実
施
主
体

に
し
あ
い
づ
施
設
園
芸

生
産
振
興
組
合

・
実
施
地
区
名

縄
沢
・
下
小
島
自
治
区

内
・
対
象
作
物　

キ
ュ
ウ
リ

・
総
事
業
費

�

５
，
３
１
１
千
円

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
栽
培
支
援

町
内
の
夏
秋
キ
ュ
ウ
リ

は
、
い
い
で
管
内
で
の
収

穫
量
が
比
較
的
低
い
状
況

に
あ
る
。「
単
収
向
上
対

策
会
議
」
を
開
催
し
て
い

る
が
根
本
的
原
因
究
明
に

は
至
っ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
養
液
土
耕
栽

培
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た

圃
場
に
、環
境
測
定
器（
温

湿
度
計
、
日
照
量
、
土
壌

水
分
量
）
や
通
信
環
境
を

整
備
し
、
キ
ュ
ウ
リ
栽
培

に
お
け
る
環
境
デ
ー
タ
収

集
、
分
析
、
収
穫
量
調
査

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
、
喜
多
方
農

業
普
及
所
、
町
、
生
産
者

が
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
に
よ

る
情
報
共
有
を
行
う
こ
と

で
、
デ
ー
タ
を
活
用
し
た

生
育
状
況
の
確
認
や
病
害

虫
対
策
を
実
施
し
、単
収
・

品
質
向
上
に
繋
げ
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
。

・
事
業
費

�

１
，
３
４
５
千
円

　
　
　
　
　
（
委
託
料
）

�

７
８
９
千
円

　
　
　
（
備
品
購
入
費
）

３
，
ま
と
め

ス
マ
ー
ト
農
業
事
業
に

つ
い
て
は
国
・
県
の
事
業

で
あ
り
、
今
後
は
動
向
に

注
視
す
る
と
と
も
に
、
活

用
す
る
こ
と
に
よ
る
町
内

農
業
分
野
の
発
展
に
寄
与

し
た
い
。

養
液
土
耕
栽
培
シ
ス
テ

センサーカメラを設置している林

くくりワナの説明
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ス
」な
ど
も
行
う
と
い
う
。

今
後
は
、
全
国
の
企
業

や
ブ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
か

ら
の
依
頼
を
受
け
る
と
と

も
に
自
然
素
材
を
使
っ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
研

究
・
開
発
を
進
め
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

２
，
ま
と
め

起
業
型
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
に
よ
る
、
新
た
な

町
内
初
の
鞄
工
房
で
あ

り
、
今
後
の
町
に
お
け
る

新
産
業
と
し
て
も
注
目
が

集
ま
っ
て
く
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

ム
は
、
生
産
活
動
に
お
け

る
作
業
の
効
率
化
や
省
力

化
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、

本
町
の
課
題
で
あ
る
農
業

従
事
者
の
高
齢
化
や
担
い

手
不
足
に
対
応
す
る
た
め

の
一
つ
の
手
段
と
し
て
今

後
期
待
さ
れ
る
。

養
液
土
耕
栽
培
シ
ス
テ

ム
導
入
の
目
的
の
一
つ
に

園
芸
作
物
の
規
模
拡
大
が

挙
げ
ら
れ
る
。
ス
マ
ー
ト

農
業
の
実
現
に
よ
っ
て
、

作
業
の
効
率
化
・
省
力
化

な
ど
の
コ
ス
ト
削
減
が
進

み
、
生
産
性
向
上
に
よ
る

規
模
拡
大
、
農
業
経
営
の

安
定
化
に
も
繋
が
る
と
考

え
る
。

町
デ
ジ
タ
ル
戦
略
に
お

い
て
も
「
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト

（
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
）
の

運
営
」
や
「
農
業
と
多
様

な
分
野
の
連
携
」
な
ど
の

記
載
が
あ
り
、
今
後
各
課

や
各
種
団
体
な
ど
と
の
横

断
的
な
施
策
も
求
め
ら
れ

て
く
る
と
考
え
る
。

■
ま
ち
な
か
再
生
拠
点
施

設
（
仮
称
）
整
備
に
つ

い
て

１
，
調
査
の
目
的

昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
か
ら
、
テ
レ
ワ
ー
ク
な

ど
の「
新
し
い
生
活
様
式
」

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

野
沢
商
店
街
の
中
心
に

１
階
部
分
の
改
修
を
終
え

仮
オ
ー
プ
ン
し
た
「
ま
ち

な
か
再
生
拠
点
施
設
」
の

利
活
用
な
ど
に
つ
い
て
施

設
状
況
の
確
認
を
行
っ

た
。

２
，
調
査
の
概
要

同
施
設
は
、
旧
野
口
燃

料
を
改
修
し
、
起
業
型
の

施設の説明を行う協力隊員

まちなか再生拠点施設（仮称）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ

る
情
報
発
信
や
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
活

用
を
当
初
の
目
的
と
し
て

整
備
が
始
ま
っ
た
。

ま
た
、「
野
沢
中
心
街

の
賑
わ
い
を
創
出
し
、
地

域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
町
内
外
を
問

わ
ず
、
だ
れ
も
が
利
用
可

能
な
施
設
」
を
追
加
目
的

と
し
て
加
え
、
利
用
の
幅

を
広
げ
た
も
の
で
あ
る
。

３
，
ま
と
め

テ
レ
ワ
ー
ク
、
各
種
会

議
、
サ
ロ
ン
活
動
、
勉
強

会
、
研
修
会
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
仮
オ
ー
プ

ン
か
ら
７
月
末
の
調
査
日

ま
で
の
利
用
者
は
の
べ
２３

団
体
、
約
４
０
０
名
で
あ

る
。今

後
、
９
月
中
旬
か
ら

２
階
部
分
の
２
期
工
事
に

よ
っ
て
さ
ら
に
テ
レ
ワ
ー

ク
環
境
整
備
が
図
ら
れ

る
。町

の
情
報
発
信
の
拠
点

と
し
て
大
勢
の
方
に
利
用

し
て
い
た
だ
き
、
野
沢
中

心
街
の
活
性
化
、
交
流
人

口
の
拡
大
・
移
住
定
住
に

繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。

■
や
ま
あ
み
鞄
製
作
所
に

つ
い
て

や
ま
あ
み
鞄
製
作
所
は

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ

る
町
内
初
の
鞄
工
房
と
し

て
本
年
７
月
、
オ
ー
プ
ン

し
た
。

こ
れ
ま
で
広
報
に
し
あ

い
づ
や
議
会
広
報
に
お
い

て
何
度
か
紹
介
さ
れ
て
き

た
が
、
現
在
行
っ
て
い
る

活
動
や
、
今
後
の
活
動
に

つ
い
て
の
方
針
な
ど
に
つ

い
て
調
査
を
行
っ
た
。

１
，
現
在
行
っ
て
い
る
活

動
内
容
と
今
後
の
方
針

工
房
の
製
作
環
境
整
備

に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
途

中
で
あ
る
が
、
名
刺
入
れ

や
皮
財
布
制
作
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
何
度
か
開
催

し
、「
モ
ノ
づ
く
り
の
楽

し
さ
」
を
体
験
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
い
う
。

調
査
当
日
に
お
い
て

は
、
企
業
か
ら
数
十
個
の

鞄
製
作
依
頼
を
受
け
、
材

料
の
仕
分
け
を
行
っ
て
い

た
。工

房
に
備
え
て
い
る
機

材
を
活
用
し
た
「
鞄
教

室
」「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

「
工
房
シ
ェ
ア
サ
ー
ビ

作業場
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―西会津暮らしは、いかがですか？
最近では、ご近所さんから野菜をいただ
いたり、西会津の母のような存在もでき、
西会津の暮らしに馴染んできたように思い
ます。
―町の魅力はどのよう捉えていますか？
西会津は自然の存在をすごく感じる場所
です。四季の移り変わりや動植物との関わ
りなど自然界の多様性を肌で感じます。
日々のさまざまな瞬間に、地球や宇宙に触
れている感覚になります。
また、多くの生きる知恵が蓄積している
ことも魅力に感じます。西会津で暮らす人
はクリエイターだなとよく感じます。
―どのような活動をしていますか？
いまはライターとして活動をしていま
す。パンフレットやWEBページの制作な
ど町内外からお話をいただいています。

私が感じた西会津の魅力や暮らしの様子
をまとめた「ニシアイズカン」というもの
も作成しています。
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集
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分
科
会
長　

伊
藤　

一
男

副
分
科
会
長　

猪
俣　

常
三

委　
　

員　

小
柴　
　

敬

委　
　

員　

小
林　

雅
弘

委　
　

員　

上
野
恵
美
子

委　
　

員　

荒
海　

正
人

９
月
定
例
議
会
も
全
議

案
原
案
の
通
り
可
決
・
認

定
さ
れ
た
。

稲
刈
り
が
最
盛
期
を
迎

え
て
い
る
が
、
こ
の
議
会

広
報
紙
が
発
行
さ
れ
る
頃

に
は
蕎
麦
の
収
穫
が
始
ま

る
頃
だ
ろ
う
。

猛
威
を
振
る
っ
た
第
５

波
と
言
わ
れ
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
よ

う
や
く
落
ち
着
き
を
見
せ
、

当
町
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
も

希
望
者
全
員
が
完
了
す

る
。そ

ん
な
中
、
今
年
の
米

価
下
落
が
予
想
さ
れ
、
町

内
経
済
の
先
行
き
が
懸
念

さ
れ
る
。
町
・
議
会
が
一

体
と
な
っ
た
対
応
が
求
め

ら
れ
る
。

�

小
柴　

敬

編

集

後

記

議
会
の
動
き

　

８
月
１７
日
今
後
の
感
染

防
止
と
町
民
生
活
を
守
る

た
め
、
議
会
と
し
て
次
の

６
項
目
に
つ
い
て
町
に
要

望
し
ま
し
た
。

①
高
齢
者
施
設
利
用
時
の

抗
原
検
査
の
実
施

②
町
外
者
と
接
す
る
従
業

員
な
ど
に
事
業
者
が
実
施

す
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
な
ど
へ

の
助
成

③
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
換

気
の
で
き
る
エ
ア
コ
ン
の

導
入

④
高
齢
者
世
帯
へ
の
エ
ア

コ
ン
購
入
に
対
す
る
助
成

⑤
米
の
価
格
低
下
に
対
す

る
助
成

⑥
成
人
式
実
行
委
員
会
へ

助
成
及
び
成
人
式
が
中
止

に
な
っ
た
際
の
記
念
品
の

このコーナーでは、町内に移住し、活躍されている方々を紹介しています。
今回は、西会津町地域おこし協力隊として活動されている西道紗恵さんです。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
策
　
町
へ
要
望

活動紹介

「Instagram」「ニシアイズカン」

贈
呈

　

そ
の
結
果
、
認
定
こ
ど

も
園
へ
の
換
気
の
で
き
る

エ
ア
コ
ン
の
導
入
に
つ
い

て
は
、
よ
り
感
染
予
防
対

策
を
強
化
す
る
た
め
、
各

部
屋
に
設
置
し
て
い
る
空

気
清
浄
機
を
ウ
イ
ル
ス
対

応
型
に
更
新
す
る
。
成
人

式
関
係
で
は
、
延
期
に
伴

い
実
行
委
員
会
と
し
て
集

ま
る
回
数
も
増
加
し
て
い

る
の
で
事
務
的
経
費
の
助

成
と
、
成
人
対
象
者
に
対

し
記
念
品
（
地
場
産
品
な

ど
）
を
検
討
す
る
な
ど
を

含
む
補
正
予
算
が
提
出
さ

れ
、
可
決
し
ま
し
た
。


